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P－Fスタディ （単独） 16 19．5
























































































































第　1　位 77 82．8 3 3．3 7 8．5 5 6．8
第　2　位 8 8．6 72 78．2 3 3．6 6 8．1
第　3　位 2 2．2 14 15．2 45 54．9 21 28．4
第　4　位 3 3．2 3 3．3 18 22．0 35 47．3
第　5　位 3 3．2 一 一 9 11．0 4 5．4
そ　の　他 一 一 一 ～ 皿 一 3 4．0
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Fスタディの諸相辞典・事典に扱われたRosenzweigとP表7











2 教．育学事典 海後　宗臣 ’r　凡　社 1956ローゼンツヴァイク PFTo　－F　　S　tudyP．F．Ttラストレーション
























6 教育心理学小辞T ．占賀　行義 協同出版 1972ローゼンツワイク 1LFスタディG画欲求不満テストoFT
投影法
o－Fスタディ
7 現代教．育用語辞T 天城　　勲 第一法規 1973ローゼンツワイク香[ゼンツウェイグ PFT PFT



























河合　伊六 福村出版 1981 一 P…Fスタディ 人格渇f法
13 新教．育心理学基
{用語辞典
小目　忠彦 明治図書 1982ローゼンツワイク フラストレーション~求不満の耐性
14 ．教育心理学用語
ｫ典










16 現代教育評価廓T 東　　　洋 金」㍉聾房 1988ローゼンツヴァイク P－FスタディG画欲求不満テスト パーソナリティの評ｿP－Fスタディ
l名欄
17 評1曲・診断心理
w辞典
本明　　寛 実務教育o版
1989ローゼンツワイク P－Fスタディ
G．画欲求不満テスト
ローゼンツワイクの
攪_~求不満
~求不満耐性
ｩ己防禦型
ｪ画検査
o－Fスタディ
l名欄
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的と教科書の目的との違いを考える以外にはないように思われる。
　4．辞典e事典とP－Fスタディ
　ここで，教育心理学に関連した辞典・事典をとおしてRosenzweigならびにP－Fスタディの
記述内容を抽出することにした。教育心理学に関連する諸科学は多い。そこで，一応のところ教
育心理学を中心に表7に記載した17種類の辞典・事典などを選び出し，それぞれについて①Ro－
senzweigの表記法，②P－Fスタディの表記法，③出典事項などを，主として索引欄と本文中
の関連事項を手掛かりに断片的ではあるが列挙してみた。まずRosenzweigの表記法は「ローゼ
ンツヴァイク」　「ロ一心ンツワイク」　「ローゼンツァイク」　「ローゼンツワイグj　「ローゼンツ
ウェイグ」　「ローゼンツバイク」の6種類である。またP－Fスタディの表記法は「絵画フラス
トレーション・テスト」　「PFT」　「P－FStudy」　「PFスタディ」　「住田絵画欲求不満
テスト」「絵画欲求不満テスト」「絵画一欲求不満テスト」「P・Fテスト」「P－Fスタディj
「絵画フラストレーション・スタディ」　「P－Fテスト」の11種類である。ただし類似した名称
をまとめると4種類に相当する。これらの表記法は発行所（出版社）によって異なり，また発行
所のなかでも混在している。そして，RosenzweigならびにP－Fスタディの出典事項は，2種
類の傾向はあるものの実に多くの用語に支えられていることがわかる。基本的な事項を調べる場
合に辞典・事典からの情報は特に意味が深いと思われるので，これからは何らかの統一的方向性
が望まれるところである（42）。
IV．要
?
　本研究は心理学教科書，特に教育心理学教科書に引用，記述されている投影法による心理検査
のうち，Rosenzweigが独自の欲求不満理論から創案したP－Fスタディに焦点をあてた。すな
わち1980年から1989年までの10年間に市販されている教育心理学教科書のなかから，可能な限り
収集した116冊に所載の内容について，主として①Rosenzweigの片仮名表記，②P－Fスタデ
ィの位置と表記，③P－Fスタディ図版の種類，④投影法とP－Fスタディ，⑤辞典・事典とP
－Fスタディの観点から分析検討を加えた。これは筆者が一般心理学教科書について以前に発表
した「心理学教科書とP－Fスタディ」の研究を補うものである。得られた主要な結果は以下の
とおりである。
　（1）Rosenzweigの片仮名表記は5種類あり，なかでも「ローゼンツワイク」の表記法が5割
近くを占めて第1位である。
　（2）P－Fスタディが教育心理学教科書に引用される比率はおよそ70％で，その名称は「欲求
と欲求不満（フラストレーション）」と「心理検査」という2つの大きな分野にみられる。また，
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その表記法は「P－Fスタディ」と「絵画欲求不満検査」に大別される。
　（3）教育心理学教科書に掲載されるP－Fスタディ図版は児童用が多い。
　（4）投影法のなかに紹介される場合，P－Fスタディはロールシャッハ・テスト。　TAT・C
ATについで第3位である。
　（5）辞典・事典に登場するRosenzweigとP－Fスタディについての諸相は，それぞれの書籍
間で相互関連性がみられない。
　このような諸結果は，これからRosenzweigならびにP－Fスタディについて研究，記述する
ときの貴重な資料になるものと思われる。今後はこれらの知見に基づき，さらに研究を発展させ
て行きたいと考えている。
〈注〉
（1）成人用が1945年に公刊された時の正式名称は「欲求不満の際の反応を測定するための絵画連想研究（The
　　　Picture－Association　Study　for　Assessing　Reactions　to　Frustration）」である。
（2）　日本においては1955年に児童用，1956年に成人用，1987年に青年用がそれぞれ標準化され，いずれも三
　　　京房（京都）から公刊されている。
（3）　P－Fスタディの欲求不満場面は2つの刺激材料，つまり漫画風の絵画刺激と左側人物の言語刺激から
　　　なる。全24場面は大きく自我阻害場面と超自我阻害場面に二分野きる。各場面に対する反応はアグレッ
　　　ションの方向（他責的，自責的，無責的）とアグレッションの型（障害優位，自我防衛，要求固執），
　　　社会適応度指標GCR（Group　Conformity　Rating），反応転移などを総合して処理，解釈する。
（4）　この研究は日本臨床心理学会や筑波大学の研究グループ，地域の児童相談所などが中心になって，全国
　　　の児童青少年関係の機関や施設における心理検査の利用実態や問題点を調査した報告に基づいている。
（5）　WISC：Wechsler　Intelligence　Scale　for　Children．
　　　WAIS：Wechsler　Adult　lntelligence　Scale．
（6）　筑波大学心理テスト研究会。この研究は以下の文献にまとめられている。
　　　　松原達哉・荒川優子・内田賢子・江田遵子・細谷和恵（1981）全国児童相談所における心理検査の利
　　　用の実態と問題（1）（2）（3），心理測定ジャーナル，VoL17，　No．4，　No．5，　No．12．
（7）　SCT：Sentence　Compietion　Test．
　　　HTP：　House－Tree－Person　Test．
（8）　この研究は以下の文献にまとめられている。
　　　　中西真由美（1984）心理臨床家の心理テスト利用の実態，心理測定ジャーナル，VoL20，　No．4．
（9）　重点度得点：「重点的に行う」を2点，　「時々行う」を1点，　「行わない」を0点として各心理検査の
　　　粗品を算出し，回答嚇すべてが「重点的に行うJとした場合の粗点（2点x全回答者数）を100として，
　　　各検査の粗点を換算したもの。
（10）　たとえば以下の研究がある。
　　　　柏女霊峰（1980）児童相談所における心理検査の活用一千葉県市川児童相談所一，心理測定ジャーナ
　　　ル，Vol．16，　No．2．
　　　　松原達哉（1984）千葉県内児童相談所における心理テストの利用，心理測定ジャーナル，VoL20，
　　　No．3．
　　　　梅本浩靖（1986）石川県内児童相談所における心理テスト利用の現状，心理測定ジャーナル，Vol．22，
（II）
（12）
〈13）
（14）
（15）
（16）
（17）
（18）
（19）
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No．2．
筆者の研究成果については本稿末に「付録」として一括掲載した。
当初は高橋秀和（横浜市中央児童相談所心理判定員）との共同研究が契機になった。
1980年から1989年までの10年間に発行された一般心理学および心理学概論の教科書130冊を調べたもの
である。
本来，教育心理学に関係するものであればこの種の書籍も検討されるべきだろうが，本研究の園的が通
常の教育心理学教科書に限定しているためである。
分析の対象になった116冊の教科書名，発行所，発行年については本稿末に「引用文献」として一括掲
載した。教科書の入手にあたっては筆者の個人的な蔵書のほかに，主として東京都，埼玉県内の大学等
の図書館蔵書を閲覧，利用した。その機関名はつぎのとおりである。
　城西大学図書館，文教大学図書館，大東文化大学図書館，法政大学図書館，共立女子大学図書館，明
治大学図書館，日本大学文理学部図書館，日本大学経済学部図書館，日本大学法学部図書館，埼玉大学
図書館，東京国際大学図書館，早稲田大学図書館，（財）安田生命社会事業団ライブラリー，国立国会図
書館。
具体的な出版社名は「引用文献」欄を参照されたいが，教科書発行数の多い出版社は①福村出版の19冊，
②学術図書出版社の！5冊，③八千代出版の13冊などである。
専用カードは表Aの様式のものである。カード内の項目は前回調査時のものを改正している。
一般心理学教科書では130冊中の55冊にRosenzweigの名前が存在している（x。2・＝3．05　df＝1
0．05〈　p　〈O．1）．
表記例と出現比率はつぎのとおりである。
表B　Rosenzweigの表記例
表　　記　　法
?
数
?
ローゼンツヴァイク 29 52．7
ローゼンツワイク 12 21．8
ローゼンツァイク 4 7．3
ローゼンツワイグ 3 r．　　r潤Do
そ　　　の　　　他 7 12．7
（20）　1988年度の名簿による。　「日本心理学会」の正会員と名誉会員4，462名のうち，「日本教育心理学会」の
　　　会員でもある者は1，984名（44．5％），「日本教育心理学会」の正会員と名誉会員3，721名のうち，「日本
　　　心理学会」の会員でもある者は1，995名（53．6％）である。
（21）　教育心理学に限らず最近の心理学関係教科書は，より高度な専門性が反映されることと，単著出版より
　　　も商業ベースという意味かもしれないが，複数の執筆者が共著の形で出版するための影響と思われる。
（22）たとえば「体格と性格」研究で有名なドイツのKretschmer，　E．の片仮名表記が「クレッチマー」か「ク
　　　レッチメル」かの2種類であるのはよく知られている事実である。
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表A　記録用の専用カード
・教科書名（教育心理学）
・編著者
・出版社 ・初版年月日
編　編著　著　共箸
　　年　　月　　　日
・総べージ数
Rosenzweigの名前の有無
　”　　　の読み方（1）
　　　　　　　　　　t〃 　　記載場所（1）
　〃　　　記，IN喪心（1）ク
　IX
有　　無 ・人名索引に　　有　　無
　（2＞
（2）i
（2）ii
P－Fスタディ
　　／t
　　II
　　Xl
P－Fスタディの作者と紹介してい．る　　　　　Yes
名前の有無　　有　　無　　　　・事項索引に　　有
記載場所（1）　　　　　　　　　　　②
??
　　　　　’記載行数（1＞
記載の仕方
（2）”
。　「P－Fスタディ」　　　　　。
。　「絵面欲求不満検査（テスト）」
。両方の並列
rP　F　Tj
　o「P－Fテスト」
・投影法の引用の種類
　　・ロ・テスト　・TAT　　。SCT　　。P－F　　その他
・P－Fスタディの図版の有無　　　有　　　無　　　オリジナル
　児童用　　例　123456789101112131415161718192021222324
｛
　成人用　例　123456789101112131415161718192021222324
　青」心用　　例　1234567891011121314151617181920』21222324
・P－Fスタディの内容説明　　有　　無　　　・発表の年　　　　　年　　無
・Rosenzweigの執筆者
○備考　Rosenzweig
　・P－Fの執筆者
P－Fスタディ
（23）
（24）
（25）
（26）
（27）
（28）
（29）
（30）
（31）
（32）
（33）
（34）
（35）
（36）
（37）
（38）
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筆者のこの提起に対して，1990年10月12日に開催された日本教育心理学会（大阪大学）の研究発表分科
会（人格11：パーソナリティ・テスト，座長：多田建治・一谷　彊）の席上，一谷から「藤田の指摘が
引き金になり，日本ではいろいろな片仮名表記がみられるのでP－Fスタディ日本版作成者の中心であ
る林勝…造を通して，Rosenzweig自身に“Rosenzweig”を何と読んでほしいか，を発音記号で示して
ほしいとの問い合わせを行っている」旨の発言があった。これは筆者にとって大きな成果であり前進で
あった。
P－Fスタディ検査用紙に「ローゼンツワイク」とあるのは印刷時のミスとは考えられない。おそらく
日本版作成者（改訂者）か出版社かの意思であろうと思われる。
「心理学研究」第59巻第4号（1988）の258ページ（会報）22行目。
筆者の「心理学教科者とP－Fスタディ」（1990）のP。132参照。①平凡社「心理学事典」　「新版心理
学事典」，②誠信書房「心理学辞典」，③有斐閣「心理学小辞典」，④協同出版「心理学小辞典」，⑤岩波
書店「心理学小辞典」，⑥北大路書房「心理学辞典」がそれである。
原音や綴りになるべく近く書き表そうとする場合には外来音に対応できる。たとえば「バイオリン」
「ヴァイオリン」ともに可能であり，また「ヴェネチア」「ベネチア」「ヴェネツィア」「ベネツィア」
の書き方がともに許される。
筆者自身，複数の語学の専門家に発音してもらい片仮名表記を試みたが，専門家の間でも意見が分かれ，
実際は五里霧中なのが現状である。
130冊の92冊である。
一般心理学教科書ではRosenzweig＝P－Fスタディの関係を明記しているものは55冊中の27冊（49．1
％）である。教育心理学教科書の場合はそれに比較して高率だが有意な差ではない（κ。2＝3．48　df＝
1　．0．05〈　p　〈O．1）．
教科書によっては「Picture　Frustration　Study」の正式名（英文）を加えたり，略称としての「PF
S」を載せているものも見受けられた。
林　勝造（1985）はP－Fスタディの表記について，なぜP－Fテス1・といわないかとの理由をRosen－
zweig自身の言葉を引用して，「検査は元来，一定の標準によって個人の位置を決定するものであって，
個人の成績を判定すべき外的標準を具えているが，P－Fスタディには本来このような標準を必要とし
ないから，いわゆる“検査”ではない。P－Fスタディにおいては各個人毎の反応を母集団として，こ
れら反応間の内的一貫性をもとめることによって個性を理解しようとするものである。したがって“検
査”の必要条件である標準をかならずしも重視しないので，これを“検査”というのは妥当でない」と
述べている。一谷　彊も注（23）と同じ学会の席上で，　「P－Fスタディはフラストレーション研究のた
めの査定用具を目的にしているので，本来Study（スタディ）であることが望ましく，テストや性格分
類に供される目的の類は正しい使用方法とはいえない」と発言している。
一般心理学教科書の場合は複数行説明が39／92（42．4％）冊で，教育心理学教科書の方が多く説明してい
る（κ02＝4．52df　＝l　p＜0。05）。
Rosenzweigの児童用の公刊年は1948年である。
一般心理学教科書は23．1％である。
一冊に4図版掲載の教科書があった。
最多掲載図版は成人用例題と場面1の各7枚である。
たとえば次のようなものである。
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爆＄慰グら羊r四の入
場2“ムと暮固しか
圏っrい5電んのτ
頃ωAはげ轟んして
Te“．
?
1
g
　　　　　　　　　　　　　図A　オリジナル図版の例（引用文献9）
（39）　その他，日本版を掲載しているのだが，原版と異なり顔の表情を加え本来の意図と異なるものもみられ
　　　た。
おかしは　にい
さんに　あげた
から　もう　ひ
とつもありませ
んよ。
おかしは　にいさ
んに　あげたから
もう　ひとつもあ
りませんよ
A
e
（40）
（41）
（42）
　　　図B　原図版を変形した例（左：引用文献15，右：辞典・事典No．8）
学生が心理学に対して感じる魅力のひとつに，　「性格」の講義や「性格検査」のパフォーマンスがある
らしいことによる。これについて，1990年9月28日の日本応用心理学会（茨城大学）で，高嶋正士・藤
田主一・林倫子が「女子学生のいだく心理学の魅力」というテーマで研究発表している。
この順位の意味はよくわからないが，いくつかの可能性は思いつくかもしれない。①世界的な知名度，
②研究論文の数，③研究者の数，④公刊年の早さ（ロールシャッハ・テスト：1921年，TAT：1935年，
P－Fスタディ：1945年，SCT：1940年代？），⑤検査の複雑性，⑥利用価値，⑦応用範囲，⑧専門
性，⑨保険点数（ロールシャッハ・テスi・とTATは250点，　P　FスタディとSCTは150点），⑩検
査のドラマチック性，など。
秦　一士（日本版作成者）は筆者への私信のなかで，青年用f性命の時にRosenzweigの日本語表示を「
ローゼンツァイク」で統一したらどうかという話し合いがもたれたこと，秦が関係している心理学辞典
の改訂にあたって「ローゼンツァイク」で統一するように申し出たことを伝えてきている。
〈引用文献〉
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